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■
揚
陸
艦
艇
の
先
進
国
日
本

　

Am
phibious Assault Ship

（
強
襲
揚

陸
艦
）
の
始
ま
り
は
1
9
5
6
（
昭
和
31
）

年
に
米
海
軍
が
就
役
さ
せ
た
揚
陸
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
空
母
（
C
V
H
A
）
と
い
わ
れ
ま

す
。
1
個
大
隊
の
海
兵
隊
員
と
そ
の
装
備

を
艦
内
に
収
容
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
搭
載

し
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
揚
陸
地
点
の

沖
合
か
ら
空
輸
揚
陸
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

続
い
て
60
年
代
に
は
イ
オ
ー
ジ
マ
級
、

70
年
代
に
は
タ
ラ
ワ
級
を
開
発
し
ま
す
。

垂
直
離
着
陸
機
も
搭
載
し
て
敵
の
抵
抗
を

排
除
し
、
艦
尾
の
ウ
エ
ル
デ
ッ
キ
か
ら

L
C
U
な
ど
の
揚
陸
艇
を
発
進
さ
せ
戦
車

な
ど
の
重
装
備
も
一
気
に
上
陸
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
も
確
立
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
20
年
ほ
ど

前
、
1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
に
は
日
本

陸
軍
は
特
殊
船
「
神
洲
丸
」
を
完
成
さ
せ

て
い
ま
す
。
2
個
大
隊
の
歩
兵
と
装
備
を

船
内
に
収
容
し
、
合
計
10
機
ほ
ど
の
戦
闘

機
と
軽
爆
撃
機
を
カ
タ
パ
ル
ト
か
ら
発
射

し
て
橋
頭
堡
の
上
空
の
制
空
権
を
確
保
、

船
尾
の
ド
ア
か
ら
大
発
、
小
発
を
発
進
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
企
画
と
そ
の
実
現
は
、
わ
が

陸
軍
が
世
界
最
初
に
行
い
ま
し
た
。
艦
艇

研
究
家
の
石
橋
孝
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
英
国

海
軍
が
こ
の
よ
う
な
艦
を
計
画
し
た
の
は

1
9
4
0
（
昭
和
15
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

■
神
洲
丸

　

建
造
の
目
的
は
、
お
そ
ら
く
海
軍
か
ら

働
き
か
け
ら
れ
た
対
米
戦
（
フ
ィ
リ
ピ
ン

進
攻
）
の
一
翼
を
担
う
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
カ
タ
パ
ル
ト
を
始
め
と
し
て
航

空
艤
装
な
ど
は
海
軍
の
積
極
的
な
協
力
が

あ
り
ま
し
た
。
船
内
の
区
画
配
分
は
、
中

央
の
機
関
部
を
挟
ん
で
、
前
部
は
航
空
機

の
搭
載
ス
ペ
ー
ス
、
後
部
は
舟
艇
搭
載
用

と
し
て
い
ま
す
。
91
式
戦
闘
機
等
を
射
出

す
る
カ
タ
パ
ル
ト
は
船
首
両
側
に
あ
り
ま

し
た
。

　

性
能
要
目
は
、『
播
磨
造
船
所
五
〇
年

史
』、
庭
田
尚
三
海
軍
造
船
中
将
著
『
建

艇
秘
話
』
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
記
述
に
は

相
違
が
あ
り
ま
す
。
石
橋
氏
は
総
㌧
数

8
1
0
8
㌧
、
垂
線
長
1
4
4
㍍
、
幅

22
㍍
、
深
さ
13
㍍
、
機
関
タ
ー
ビ
ン
1
軸

1
基
、
軸
馬
力
7
5
0
0
馬
力
、
速
力

20
・
4
㌩
（
約
38
㌔
／
時
）、
兵
装
は
8

㌢
高
射
砲
×
2
、
乗
員
30
名
、
舟
艇
要
員

1
6
0
名
、
航
空
機
要
員
30
名
、
輸
送
兵

員
2
0
0
0
名
、
大
発
20
隻
、
中
発
10
隻
、

小
発
20
隻
と
し
て
い
ま
す
。

■
K
装
置

　

カ
タ
パ
ル
ト
発
進
と
い
う
の
は
軍
艦
の

艦
載
観
測
機
や
偵
察
機
を
射
出
す
る
た
め

の
方
法
で
す
。
い
わ
ゆ
る
浮
舟
（
フ
ロ
ー

ト
）
を
付
け
た
「
下
駄
履
き
機
」
の
た
め

の
装
備
で
し
た
。
そ
の
製
造
や
技
術
指
導

は
海
軍
が
協
力
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
訓
練

も
海
軍
が
担
当
し
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
陸
士
36
期
卒
の
新
藤
常
右
衛
門
少
佐

（
敗
戦
時
に
は
大
佐
）
が
航
空
技
術
研
究

所
の
テ
ス
ト
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
時
代
に
こ
の

訓
練
を
受
け
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

「
K
装
置
」
と
呼
称
し
て
訓
練
は
秘
密
裡

に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
場
所
は
静
岡

県
三
方
ヶ
原
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
火
薬

の
爆
発
で
一
気
に
空
中
に
放
り
出
さ
れ
る

の
で
肉
体
的
に
は
キ
ツ
イ
も
の
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

■
神
洲
丸
の
戦
歴

　

神
洲
丸
の
初
陣
は
1
9
3
7
（
昭
和
12
）

年
11
月
の
杭
州
湾
上
陸
作
戦
で
す
。
こ
の

と
き
に
は
現
地
で
使
う
た
め
に
内
地
で
徴

用
し
た
小
型
漁
船
1
0
0
隻
を
搭
載
し
ま

し
た
。
ま
た
、
翌
年
10
月
に
は
広
東
攻
略

作
戦
に
先
立
つ
バ
イ
ア
ス
湾
上
陸
作
戦
に

も
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
秘
密
保
持
の
た

め
に
写
真
も
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
名

称
も
G
L
（
神=

G
O
D
、
洲=

L
A
N
 

D
）、
開
発
者
の
苗
字
か
ら
M
T
、
あ
る

い
は
龍
城
丸
、
扶
桑
丸
な
ど
と
い
う
よ
う

に
別
名
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
東
亜
戦
争
の
始
ま
り
で
は
1
9
4
1

（
昭
和
16
）
年
12
月
の
マ
レ
ー
作
戦
に
参

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
18
回
）

船
舶
工
兵
の
話
（
後
段
）

荒
木　

肇

写真 1　大発　
　　　　V字の船底がよく見える

写真 2　バイアス湾での神洲丸
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加
し
、
山
下
奉
文
第
25
軍
司
令
官
が
乗
船

し
て
い
ま
す
。
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年

2
月
28
日
ジ
ャ
ワ
島
西
部
バ
ン
タ
ム
湾
で

の
上
陸
作
業
開
始
直
後
の
こ
と
で
し
た
。

米
豪
両
海
軍
の
巡
洋
艦
と
の
砲
雷
撃
戦
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
神
洲
丸
（
龍
城

と
書
か
れ
て
い
る
資
料
も
あ
り
ま
す
）
や

輸
送
船
数
隻
は
魚
雷
を
受
け
て
大
被
害
を

受
け
、
浅
瀬
に
擱
坐
し
て
し
ま
い
ま
す
。

乗
船
中
の
今
村
均
中
将
も
海
中
を
泳
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
後
に
重
巡
「
最
上
」

の
93
式
魚
雷
だ
っ
た
と
判
明
し
、
海
軍
が

陳
謝
し
て
い
ま
す
。

　

神
洲
丸
は
、
こ
の
後
、
浮
揚
作
業
を
終

え
て
修
理
さ
れ
昭
和
19
年
に
戦
列
に
復
帰

し
ま
し
た
。
最
期
は
ル
ソ
ン
島
か
ら
の
帰

途
、
20
年
1
月
3
日
に
台
湾
の
高
雄
西
方

で
米
軍
機
の
攻
撃
を
受
け
、
積
み
荷
の
弾

薬
が
爆
発
し
、
船
体
を
放
棄
し
て
漂
流
中

に
潜
水
艦
の
雷
撃
を
受
け
て
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。

■
三
式
潜
航
輸
送
艇
「
ま
る
ユ
」

　

名
称
を
表
記
す
る
と
き
に
丸
の
中
に
輸

送
の
「
ユ
」
が
あ
る
の
で
、「
ま
る
ユ
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。『
陸
戦
兵
器
総
覧
』（
1

9
7
7
年
・
日
本
兵
器
工
業
会
編
・
図
書

出
版
社
）
の
中
に
菅
晴
次
中
将
の
回
顧
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
要
約
し
ま
す
と
、
1

9
4
3
（
昭
和
18
）
年
春
の
こ
と
で
し
た
。

参
謀
本
部
は
「
海
洋
決
戦
態
勢
確
立
要
項
」

と
い
う
一
文
を
出
し
ま
す
。
今
後
は
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル
島
の
よ
う
な
、
補
給
が
途
絶
し

て
し
ま
う
よ
う
な
戦
況
が
随
所
に
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
潜
水

艇
に
よ
る
突
破
輸
送
し
か
方
法
が
な
い
と

い
う
内
容
で
す
。
開
発
の
担
当
は
第
7
陸

軍
技
術
研
究
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

海
軍
の
潜
水
艦
と
異
な
っ
て
耐
圧
船
殻

を
強
化
し
、
代
わ
り
に
水
防
バ
ル
ケ
ッ
ト

（
沈
没
し
た
場
合
に
乗
員
の
生
命
を
維
持

す
る
場
所
）
を
全
廃
し
ま
し
た
。
配
管
そ

の
他
を
簡
単
に
す
る
な
ど
の
特
色
が
あ
り

ま
す
。
何
よ
り
の
特
徴
は
ボ
イ
ラ
ー
製
造

技
術
で
建
造
で
き
る
程
度
の
設
計
を
し
、

リ
ベ
ッ
ト
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
極
力
少
な
く
し

耐
圧
殻
も
外
殻
も
大
部
分
を
溶
接
し
た
こ

と
で
し
た
。

　

潜
水
艦
な
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン

が
常
識
で
す
が
、
第
7
技
研
で
研
究
し
て

い
た
へ
ッ
セ
ル
マ
ン
機
関
を
使
い
ま
す
。

こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
発
明

さ
れ
た
も
の
で
1
9
3
0
年
代
に
進
歩
し

ま
し
た
。
空
気
だ
け
を
吸
入
し
て
圧
縮
し
、

シ
リ
ン
ダ
ー
内
に
は
燃
料
を
直
接
噴
射
し

火
花
で
着
火
さ
せ
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
で
も

デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
オ
イ
ル
で
も
使
え
ま
し
た
。

　

建
造
は
1
9
4
3
（
昭
和
18
）
年
10
月
、

東
京
の
安
藤
鉄
工
所
と
日
立
製
作
所
笠
戸

工
場
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
わ
ず
か
2
カ

月
後
に
は
山
口
県
柳
井
湾
で
運
航
に
成
功

し
ま
す
。

　

い
く
つ
か
の
型
が
あ
り
ま
す
が
、
1
型

の
全
長
は
約
41
㍍
、
幅
が
同
4
㍍
、
排
水

量
2
7
4
㌧
（
浮
上
時
）、
水
中
は
3
7
0

㌧
、
物
資
積
載
量
は
米
換
算
で
24
㌧
、
エ

ン
ジ
ン
は
水
上
で
4
0
0
馬
力
、
水
中
で

は
75
馬
力
を
出
し
、
水
上
速
力
は
時
速

7
・
5
㌩
（
約
14
㌔
）、
水
中
は
同
3
・
5

㌩
（
約
6
・
5
㌔
）
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

乗
員
は
23
名
で
ほ
と
ん
ど
が
元
戦
車
兵

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
機
関
や
配
管
の
取
り

扱
い
に
慣
れ
て
い
る
し
、
上
甲
板
に
は
自

衛
用
の
37
㍉
速
射
砲
が
あ
り
ま
し
た
。
レ

イ
テ
島
を
め
ぐ
る
戦
い
に
は
3
隻
が
輸
送

任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
そ
の
消
息
は

不
明
で
す
。

■
特
大
汽
艇
や
空
母

　

発
動
機
艇
（
大
発
・
小
発
）
を
使
わ
ず

に
兵
員
や
戦
車
を
揚
陸
さ
せ
る
工
夫
も
あ

り
ま
し
た
。
大
型
船
だ
と
空
中
攻
撃
を
受

け
や
す
く
、
7
0
0
総
㌧
前
後
の
海
上
ト

ラ
ッ
ク
と
い
わ
れ
た
貨
物
船
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
船
首
を
観
音
開
き
に
し
、
海
岸
に

擱
坐
さ
せ
、
歩
み
板
を
降
ろ
し
て
戦
車
と

歩
兵
を
同
時
に
揚
陸
さ
せ
ま
す
。

　
「
蛟こ

う

龍り
ゅ
う」（

満
載
排
水
量
8
5
0
㌧
、
全

長
53
㍍
、
戦
車
4
輌
、
ト
ラ
ッ
ク
1
輌
、

兵
員
1
7
0
名
搭
載
）
と
名
付
け
ら
れ
た

第
1
号
船
は
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
4

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
続
い
て
「
蟠ば

ん

龍り
ゅ
う」

（
18
年
末
に
完
成
、
満
載
排
水
量
9
4
8

㌧
）、「
海
龍
」
が
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
が

特
大
汽
艇
、
ま
た
S
S
艇
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

写真 3　潜航輸送艇「まるユ」

写真 4　特大汽艇SS艇　
　　　　船首の開口部に注意
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翌
年
12
月
以
降
、
海
上
機
動
中
隊
が
30

個
編
成
さ
れ
て
S
S
艇
の
運
用
に
あ
た
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
2
個
が
編
成
さ
れ
た

海
上
機
動
旅
団
は
こ
れ
を
30
隻
保
有
す
る

予
定
で
し
た
。
上
陸
作
戦
で
は
橋
頭
堡
を

確
保
す
る
と
い
う
運
用
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。敗
戦
時
に
は
21
隻
が
あ
り
ま
し
た
。

　

空
母
の
よ
う
な
外
観
を
も
っ
た
大
型
船

も
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
有
事
に
は
徴
用

し
て
改
装
す
る
計
画
で
、
補
助
金
で
建
造

し
た
1
万
㌧
ク
ラ
ス
の
民
間
大
型
貨
物
船

で
す
。
第
1
船
の「
あ
き
つ
丸
」、他
に「
熊

野
丸
」
な
ど
が
有
名
で
し
た
。
元
々
は
舟

艇
母
船
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　

日
本
陸
軍
は
現
代
的
な
上
陸
用
舟
艇

を
、
列
国
の
中
で
も
早
く
開
発
し
実
用
化

し
ま
す
。
ま
た
、
揚
陸
艦
艇
の
建
造
に
つ

い
て
も
先
進
的
で
、
優
れ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
す
。
国
内
戦
は
避
け
る
、
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
大
陸
に
迅
速
に
、
効
率
的
に

兵
力
を
送
る
と
い
う
こ
と
が
陸
軍
の
願
い

で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
国
防
方
針
の
第
2
次
改
定
」
が
行
わ

れ
た
の
は
1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
の
こ

と
で
し
た
。
ソ
連
が
再
び
主
要
仮
想
敵
国

と
な
り
、
翌
年
に
「
軍
備
充
実
計
画
」
の

大
綱
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
「
兵

器
研
究
方
針
も
改
定
」
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
綱
領
も
以
前
の
「
兵
器
の
研
究
は
戦
略

及
び
戦
術
上
の
要
求
を
基
礎
」
と
す
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
そ
れ
は
「
作
戦
上
の
要

求
を
基
礎
と
し
…
将
来
戦
の
推
移
を
洞
察

し
て
」
に
変
わ
り
ま
す
。
以
後
、
ひ
た
す

ら
に
対
ソ
連
戦
一
辺
倒
の
兵
器
体
系
を
開

発
整
備
し
、
南
方
で
米
・
英
・
蘭
と
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
兵
器
行
政
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
の

は
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
10
月
15
日
の

こ
と
で
し
た
。
11
月
30
日
に
は
「
兵
器
研

究
方
針
」
が
前
面
改
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
の
優
先
順
位
は
戦
車
、
牽
引
車
、

そ
の
他
機
械
化
兵
器
で
あ
り
、
船
舶
防
衛

兵
器
は
第
7
位
で
あ
り
、
海
運
資
材
も
8

位
で
す
。
そ
う
し
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
戦

い
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
敵
の

制
空
権
下
で
は
大
き
な
船
で
は
輸
送
は
不

可
能
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
大
発
な
ど
の

小
舟
に
よ
る
夜
間
の
「
蟻
輸
送
」
し
か
期

待
で
き
な
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
宇
品
の
陸
軍
運
輸
部
が
海

運
資
材
と
し
て
整
備
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
夏
頃
に
は

海
運
資
材
か
ら
兵
器
へ
の
移
管
を
決
定
し

ま
す
。
兵
器
行
政
本
部
の
業
務
に
な
り
ま

し
た
。
先
進
的
だ
っ
た
上
陸
用
舟
艇
は
単

な
る
輸
送
艇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

☆
参
考
文
献
の
紹
介
：『
陸
軍
船
舶
戦
争
』

平
成
8
（
1
9
9
6
）
年
5
月
、松
原
茂
生
著
、

船
舶
画
上
田
毅
八
郎
、
星
雲
社

松
原
氏
は
陸
士
50
期
、
陸
大
59
期
、
陸
幕
輸
送

課
船
舶
班
長
。
1
9
1
7
年
生
、
大
分
県
出
身

遠
藤
氏
は
1
9
2
7
年
生
、
海
軍
施
設
本
部

補
給
部
、
著
書
多
数
。
上
田
氏
は
1
9
2
0

年
生
、
船
舶
砲
兵
、
乗
船
し
て
い
た
「
金
華
山

丸
」
被
爆
爆
沈
時
に
右
手
を
負
傷
し
左
手
の
み

で
戦
前
船
舶
の
絵
を
描
い
た
。

写真 5　舟艇母船あきつ丸
　　　　船尾甲板上に 3式指揮連絡機




